
ウ
キ
ヤ
A
Y

翠
役

J
ヨ
モ
ノ
ナ
M

小
鈎
成
。

一の
人
持
か
ら
勤
め
た
。

ウ
ギ
ヤ
ヨ
パ
シ
う
ぎ
や
乙
筏

金
期
卯
辰
変
容
一
円
一
こ
〉
三
筒
寺
秘
取
火
消

l
前
国
民
刷
所
質
問
寺
・
天

山
の
援
下
な
主
江
川
の
俄
で
あ
っ
た
が
、
A
1

は
訓
唱
え
一
徳
院
・如
来
寺
の
消
防
に
諮
る
も
の
。
つ
寺
二
人
宛
、

て
無
い
。

一
牢
?
且
交
代
に
人
持
か
ら
勤
め
た
。
元
職
三
年
六
且

ウ
キ
ヤ
ナ
ギ

湾
御

能
史
川
製
均
郷
に
臨
す
る

一
九
日
背
山
腕
段
長
玄
・中
川
米
女
長
剣
・成
樹
内
人
以
助

認
訴
。

一
泊
降
・本
山
手
刷
出
政
各
・
伴
八
矢
良
俗
・
相
川
宗
七
重

ウ
グ
ヒ
ス
ダ
ニ

猿
谷
金
仰
の
術
削
卯
い
出
山
の

一
和
が
命
ぜ
ら
れ
た
に
起
る
o
こ
の
頃
は
貨
凶
寺
山
山
川
取

幽
谷
で
、
山H
は
門
仙
の
H
h
別
で
あ
っ
た
か
ら
の
抑
制
で
あ

一
口
容
と
い
っ
て
、
後
附
と
は
名
稿
が
巡
っ
て
ゐ
た
。

る
。
今
此
の
泌
を
危
町
と
い
」
。

一
円四
U

摺
欽

mmv校
的
取
火
消

l
m校
及
び
附
凶
天
間
附

ウ
グ
ヒ
ス
ノ
ヰ

岡高
の
井

河
北
川
鈴
見
に
あ
る

一
宮
の
約
防
に
仲
川
る
も
の
。
見
政
四
年
間
二
且
二
日
成

柏
市
棋
で
、
名
水
と
し
て
茶
人
に
別
ひ
ら
れ
た
。
升
尚

一
湖
内
政
助
活
阪
・
背
山
将
段
忠
次
が
命
ぜ
ら
れ
た
に

の
傍
に
仰
を
建
て
、
門
仙
の
弁
と
刻
す
る
が
、
係
訟
は

一
起
旬
、
雨
後
二
人
役
と
し
て
辿
的
制
し
た
。

訴
か
で
な
い
。

一

ウ
コ
ウ

弱

紅

』

ミ
ヤ
ギ
ウ
コ
ウ
宮
城
羽
紅
。

ウ
グ
ヒ
ス
マ
チ

惣
町

J
ウ
グ
ヒ
ス
〆
-
一

位

一

ウ
ザ
イ
シ
シ
ユ
ウ
迂
蔚
詩
集
成
畑
山
首
恥
の
作

谷。

一
で
、
到
存
の
も
の
に
天
保
半
卯
持
集
と
同
己
亥
詩
集

ウ

ケ

字

気

J
ウ
ノ
ケ
宇
野
刻
。

一
と
が
あ
る
。
半
卯
鈍
に
放
す
る
所
凡
そ
百
入
十
二

ウ
ケ
サ
ク

詩
作

」
オ
ロ
シ
サ
ク
卸
作
。

一
首
、
林
採
岐
・円
相
山
致
常
等
と
の
唱
酬
が
多
く
、
己

ウ
ケ
ダ
カ
シ
ン
カ
イ

諾
高
新
開
↓
y
y
カ
イ

一
亥
銭
は
円
八
十

一
前
、
多
止
良
商
恥
-m
町
村
空
裂
・長

新
聞
。

一
弁
茨
附
・森
凶
川
・
柳
原
泡
翁
等
と
の
交
捗
が
多
い
。

ウ
ケ
ト
リ
ピ
ケ
シ

請
取
火
消
滞
故
時
代
に
帥
ア

ウ
サ
ギ
パ
シ
兎
徳
能
央
部
小
松
に
在
る
o
初

定
の
桜
一
仰
の
火
災
訓
防
に
日
る
臓
を
い
ひ
、
御
包
縦

一
め

-r野
枇
の
鎮
座
し
た
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
名

取
火
刑
・御
仰
防
止
山
川
川
日
u
山
政
制
取
火
削
・2
一
間
寺
前
が
あ
る
o
前
川
利

m
mM械
を
小
松
に
定
め
た
時
、
制

取
火
山
・現
政
孤
烈
校
前
取
火
刑
が
あ
っ
た
。
枇
を
今
の
既
に
判
ず
る
錦
、
街
地
に
到
戸
を
訓
っ
て
、

〈
一
〉
御
富
山
耐
取
火
約

l
城
内
東
川
一
円
山
の
泊
切
に
日
る
そ
の
土
を
新
た
に
議
出
の
防
へ
移
し
た
と
い
は
れ

も
の
。
一
人
役
で
瓜
石
以
上
の
入
持
、
或
は
止
む
を
る
。

得
ざ
れ
ば
以
下
の
人
持
、
或
は
未
だ
且
指
加
刊
を
命

-

ウ

ジ

宇

治

珠
洲
泌
二
一
附
郷
に
臨
す
る
部
孫
。

ぜ
ら
れ
ぬ
年
前
九
需
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
円
相
山
左
衛
門
・
一
能
官
官
誌
に
、陵
町
主
五
年
一
期
彦
太
輪
部
一
組
の
部
付
に
、

奥
村
伊
態
・小
脇
宮
内
・
津
凶
玄
帯
・
船
山
叫
版
物
と
剣

一
『
宇
治
副
砂
村
と
巾
雌
に
三
四
反
荒
御
座
候
』
と
あ
る

綴

5
、
正
徳
二
年
に
は
村
井
中
山
脈
が
之
に
詰
っ
た
。

一
か
ら
、
日
時
宇
治
則
砂
と
い
ふ
一
村
で
あ
っ
た
の
が

三
一
〉
御
仰
殿
飢
別
初
出
血
般
的
取
火
刑
|
金
仰
城
外
に

一
後
に
分
離
し
た
の
で
あ
ら
う
と
把
す
る
。

在
る
徳
川
氏
刷
所
の
消
防
に
日
る
も
の
。
艮
九
郎
左

ウ
シ
イ
シ
牛
石

石
川
榔
偽
楽
金
御
宮
前
に
あ

衛
門
奥
村
内
記
・附
川
主
駐
と
制
総
ぎ
、
正
徳
二
年

』
っ
て
、
約
大
の
初
で
あ
る
。
昔
近
郷
の
嫉
桁
保
吉
女

今
枝
民
部
直
方
が
之
に
命
ぜ
ら
れ
、

一
人
役
で
大
身

一
が
こ
の
宮
に
弛
の
向
島
世
を
し
た
が
、
そ
の
ま
土
世
に

ウ
キ
l

ウ
シ

な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
偲
へ
る
。

ウ
シ
エ
モ
ン
パ
シ
牛
右
衛
門
揖
金
得
盟
問
梁
把

に、

『
牛
右
衛
門
栂
、
油
取
』
と
あ
っ
て
、
合
且
用
水

に
架
け
ら
れ
た
栂
で
あ
る
。
そ
の
名
群
は
昔
岩
谷
午

右
衛
門
の
邸
地
に
近
か
っ
た
に
よ
っ
て
起
る
。

ウ
シ
エ
モ
ン
パ
シ
マ
チ
牛
右
衛
門
橋
町

金制作

の
笛
町
名
。
午
右
術
門
橋
附
近
を
い
ひ
、
元
般
の
頃

は
安
田
山
殿
町
と
も
呼
ん
だ
。
文
政
四
年
町
名
改
革
の

時
、
丸
印
刷
と
改
め
た
が
、
明
治
四
年
四
且
戸
時
抑
制

成
の
時
、
油
車
の
白
梅
に
復
し
た
。

ウ
シ
オ
ロ
シ
牛
下

期
羽
咋
郡
稲
・
野
方
郷
に
回
す

る
部
盟
問
。

ウ
シ
ガ
イ
ケ
牛
ヶ
池

江
沼
郡
黒
崎
に
在
る
。

江
沼
志
稿
に
、
午
J
他
一
名
商
，
M
酬
は
型
…
附
村
領
に
在

る
。
昔
時
午
の
影
に
似
る
獄
が
こ
の
他
に
現
れ
た
こ

と
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
。

ウ
シ
ガ
ヲ
ピ
牛
ヶ
首

刑
制
咋
郡
大
征
の
内
の
小

{子。
ウ
シ
ガ
ヲ
ピ
タ
ウ
ゲ
牛
ヶ
首
峠

能
楽
部
御
保

谷
か
ら
丸
山
V
〈
は
新
保
へ
越
え
る
峠
。
尚
さ
四
一

O

米。
ウ
シ
ガ
ハ
ナ
牛
ゲ
阿国同

邸
主
榔
岩
車
と
郎
改
と

の
聞
に
在
る
岬
。

ウ
シ
ガ
ハ
ナ
イ
ハ

牛
ヶ
奥
山石

江
沼
制
片
山
町
に

在
る
。
笈
憩
紀
悶
に
、
こ
の
村
の
お
訟
に
牛
バ
仰
と
て

高
き
岩
が
あ
る
。
昔
は
そ
の
頂
六
尺
四
方
も
平
ら
か

で
、
草
生
茂
h
、
宮
臨
す
る
に
迫
し
て
居
た
が
、
今

は
同
刷
れ
て
錐
先
の
如
〈
な
っ
た
と
あ
る
。

ウ
シ
ガ
ハ
ナ
カ
ン
/
ン

牛
ヶ
端
視

一一昔

拠
品
榔

m筒
滋
に
在
る
。
能
資
総
に
、
『
出
削
間
部
凶
の
人
口
に

午

7mと
て
観
音
堂
あ
内
。
笛
凶
品
川
二
番
版
画
問
札
所

に
て
、
昔
は
上
の
山
浦
♂
鮒
に
有
し
を
、
長
家
悶
鳩

山
旧
居
住
の
比
、
今
の
牛
ゲ
綿
と
い
ふ
に
山
を
築
き
捌

告
を
笠
.
，
。
そ
の
か
み
は
奥
方
の
崎
依
甚
し
き
露
像
-一一

な
h
o
b
と
記
す
る
。

ウ
シ
ガ
ハ
ナ
サ
カ

牛
グ
鼻
坂

江
沼
似
合
字
に

在
る
。
笈
恕
紀
附
に
、
ζ

の
村
の
奥
に
午
v
応
援
が
あ

っ
て
、
方
石
を
琵
す
る
と
あ
る
。

ウ
シ
ク
ピ

牛

首

能

山古川
山
内
庄
の
白
山
h
k

m

胞

に
在
る
部
族
。
も
と
午
一肌
天
斗
一
を
祭
っ
た
か
ら
午
胤

と
い
ひ
、
中
市
午
肖
の
事
に
改
め
た
と
い
」
。
明
治

の
初
め
白
的
と
改
め
、
次
い
で
風
間
酬
を
制
作
し
た
。

ウ
シ
合
ピ

牛
首

石
川
揃
愈
浦
郷
に
臨
す
る
郎

古川。
ウ
シ
ヲ
ピ

る
部
族
。

ウ
シ
ク
ピ
ガ
ハ
牛
首
川

能
楽
郡
白
山
町
岡
市

閉
山
に
描
出
す
る
柳
谷
川
・山
匂
谷
川
容
の
水
は
市
，
槻
に

苦
ん
っ
て
相
合
し
、
赤
岩
で
記
に
一
支
統
を
入
れ
、
こ

れ
か
ら
午
首
川
の
名
を
有
し
、
風
臥
・
白
的
(
も
と
午

泊
)
・品
需
品
〈
も
と
内
M
Y
深
削
・笠
谷
・日
眺
応
・東
ニ
ロ

ハ
も
と
二
日

Y
女
原
仰
附
伊
野
を
捌
師
、
木
机
旧
新
で
陥

添
川
を

入
れ
る
に
及
ん
で
手
取
川
の
告
を
得
る
。

ウ
シ
ゴ
メ
テ
イ

牛
込
邸
江
戸
市
ゲ
谷
門
外
周

波
侠
の
郎
に
按
幽
制
す
る
加
れ
滞
郎
で
、
而
前
六
日
山
沙

に
亙
っ
た
。
そ
の
脱
出
の
年
紀
を
明
ら
か
に
せ
ぬ

が
、
初
め
前
川
綱
紀
が
中
股
政
を
有
し
な
か
っ
た
か

ら
、
組
文
利
常
が
放
光
山
の
後
霊
山
川
務
院
を
通
じ
て

訴
山
聞
か
ら
之
を
得
た
，も
の
で
、
綱
紀
の
問
調
討
し
た
正

保
二
年
の
頃
で
あ
ら
う
と
せ
ら
れ
、
郎
内
に
は
一
泊
筏

院
従
山
両
の
徴
毘
及
び
出
怖
の
ね
人
と
し
て
幕
府
に
委
し

た
霊
臣
の
子
指
揮
す
を
也
い
で
あ
っ
た
。
飢
に
し
て
明

隠
二
年
九
且
前
務
院
は
製
し
た
が
、
こ
の
郎
を
米
だ

上
地
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
然
る
に
円
相
府
は
叙

年
之
を
局
政
侯
に
奥
へ
た
か
ら
、
利
市
は
そ
の
雌
也

の
不
治
を
怒
h
、
使
者
を
閥
老
松
平
信
網
に
認
は
し

牛
首

澗
相
阿
川
抑
水
大
海
庄
に
m
副
す

，、
九


